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　春、咲き誇る桜のもと、期待に胸躍らせる新入生。秋、
いちょう並木のもとに敷きつめられた黄色い落ち葉のじゅう
たんを踏みしめ歩む学生たち。今の岡山大学には平和な
光景がひろがります。でも、この平和な光景の片すみで
気付かれずにひっそりと、あるいは足もとの土のなかに、
血なまぐさい戦いの記憶がのこされているのです。 
　戦いや戦争はいつからはじまったのでしょうか？考古学
ではどのような方法で、文字のない時代の戦いや戦争に
ついて知ることができるのでしょうか？岡山大学の構内に
のこされた戦いや戦争の痕跡にはどのようなものがあるの
でしょうか？ 
　今回は岡山大学構内にのこされた戦いや戦争の証拠
である遺構や遺物をとりあげながら､ 身近にある戦いの歴
史に目をむけてみましょう。　　　　　　　（野崎 貴博） 
津島岡大遺跡・鹿田遺跡から 
出土した弥生時代の石鏃 
あかし 
第十七師団司令部 
（岡山大学旧事務局棟、現在一部移築、1998年撮影） 
広島陸軍兵器補給廠 
岡山支廠北倉庫（現存） 
横方向の綴孔が何列もあけられる。 
この孔に紐を通して綴じることによって、 
木目に沿って板が割れるのを防ぐ。 
左：木製盾 
（津島岡大遺跡第12次調査；附属図書館） 
肩にあたる部分の破片。 
多重の鍵形の溝を彫ったり、黒漆や赤色 
塗料で彩色するなどの装飾を加える。 
右：木製短甲 
（鹿田遺跡第1次 
　調査；外来診療棟） 
平・円基式 凸基式 凹基式 
津島岡大遺跡・鹿田遺跡から出土した 
石鏃の型式別点数と重量 　基部（矢柄にとり付ける部位）のかたちの違いと大きさの違いに注目 
石鏃のかたちと大きさ 
なかご 
　石鏃の大型化に対して、
身を守るための防具も現
れました。津島岡大遺
跡からは木製の盾（弥
生時代）が、鹿田遺跡
からは木製の短甲（よろ
い；古墳時代）が出土
しています。両遺跡のほ
ぼ中間に位置する南方
遺跡では、木製の盾に
石鏃が突き刺さった状態
で出土しました。石鏃や
木製の盾が実戦に用い
られたことを直接物語る
ものとして注目されます。
岡山平野ではこのような
戦いがひろく行なわれて
いたといえるでしょう。 
　人を傷つけるための武器をつくり、使ったのは、農耕がはじまり、定住生活をはじめたころとみられています。日本
列島で戦争の記録が文献にみえるのは２世紀末のことです。「魏志倭人伝」によれば、このとき国内が乱れ、何年
も抗争を続けていたとされます。発掘された遺跡や遺物から考古学的な証拠をさぐっていくと、日本列島で戦いがは
じまったのは弥生時代の初め頃とみられ、稲作の技術とともに戦いも日本列島にもたらされたと考えられます。稲作に
は不便な高地性集落や、壕をめぐらせた環壕集落のような防備をかためた集落も現れました。 
　弥生時代以前は狩猟の道具として用いられた弓矢の鏃は、弥生時代 
になると大きくて重いものになります。鏃のかたちも矢柄をとり付ける基部 
が凹むもの（凹基式：縄文時代に多い）に、木の葉形や茎を 
有するもの（凸基式：弥生時代になって現れる）が 
加わります。グラフは岡山大学構内（津島岡大 
遺跡・鹿田遺跡）から 
出土した石鏃の重量 
を基部のかたちごと 
に示したものです。 
両遺跡でも石鏃の 
重量が増し、大型 
化しています。 
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戦争のはじまりは？ 
弥生時代の「戦士」（想像図） 
竪堀 
津島周辺における中世の山城の分布と街道 
土井基司　1990「半田山城測量後記」『岡山大学構内遺跡調査研究年報7』を参考に作成 
　半田山城は津島キャンパスの北に控える半田山の頂に築かれた、東西約140ｍ、南北約70ｍ以上ある、「連郭式山城」とよばれ
る城です。城の中心の「主郭」を挟んで、その左右にいくつかの郭が連なります。半田山城の場合は東に一つ、西に三つの郭が
あります。東には三条の「竪堀」があります。石垣や水をはった堀などはみられません。このような構造にみられる特徴から、半田
山城が築かれたのは戦国時代の前期以前ではないかと考えられていますが、正確な年代は今後の調査によらなければなりません。 
　福輪寺縄手は、岡山大学津島キャンパスの北を東西に通じていた中
世山陽道の一部をなす古道です。「縄手」は条里の坪界線や、条・里
の界線を意味する言葉で、津島岡大遺跡では、「福輪寺縄手」と関連を
もつ可能性のある遺構が認められています。津島地区の北側に位置す
る５ヶ所の調査地点では、いずれも東西方向の直線的に連続する溝を確
認しています。この溝は条里の坪境を画する溝と考えられており、溝のそ
ばに道が通るととらえれば、まさにこれが福輪寺縄手にあたる可能性があ
ります。 
　平安時代末頃になると、源氏・平氏が「武士の棟梁」として力をつけ、源氏は東国、平氏は西国に勢力を浸透
させました。平清盛率いる平氏は、ついに武士政権を打ち立てますが、1180年、各地の源氏が平氏打倒に立ち上
がります。平氏の影響は全国に及んでいたので、国中を巻き込む戦いとなりました。これ以降、南北朝の争乱や応
仁の乱をへて、下剋上の戦国時代にいたるなど、中世は大きな争乱がたびたび起こった時代でした。 
半田山城遠望（南東より） 主郭を挟んで東西に郭が連なる 半田山城縄張り図 
れん　かく　しき　やまじろ 
福輪寺縄手にともなうと考えられる東西方向の溝 
（津島岡大遺跡第６次調査；工学部生物応用工学科） 
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東西方向の溝 
　江戸時代、徳川幕府の統制化にあって、島原の乱以後は大きな戦乱もなくなり、人び
とは太平の世を謳歌していました。このような平和な世の中にあって、武器の生産や武
術の伝承のありさまも変化していきました。 
　島原の乱までは、砲術は実戦的なものでした。砲術師は武芸者として実戦的な工夫を
こらしましたし、大型砲もつくられていました。太平の世になると、大筒の町打を行なって、
砲術の腕を競うこともありましたが、棒火矢や合図火矢が流行し、見世物的な要素も強ま
っていったのです。 
　18世紀の末から19世紀になると、ロシアとの北方紛争が起こります。また、長崎でもイ
ギリス艦が侵入し、太平の世になれた人びとに危機感を与えました。このようななかで、
19世紀の半ば頃から幕末にかけて、西洋砲術が導入されていきます。ペリー の来航によ
ってついに開国した日本では、西洋流の軍事技術への機運が一気に高まりました。岡山
藩でも藩士を幕臣に入門させ、西洋流砲術の導入をはかりました。 
鉄砲玉 
（津島岡大遺跡第13次調査；マスカットユニオン） 
鉛玉 
（津島岡大遺跡第12次調査；附属図書館） 
棒火矢の石突　長さ4.2cm、重さ330ｇ 
その他の近世武器 
直径４cm、重さ372g
棒火矢の出土状況 
（津島岡大遺跡第12次調査； 
　　　　　　　附属図書館） 
先端から斜めに地面に深く 
突き刺さった状態で出土した。 
出土した棒火矢 
三方に羽根を取り付ける。長さ47.6cm、太さ4.2cm
鉛玉 
羽根 
焦げた部分 
羽根の取り付け部 
　「武士のたしなみ」ともいうべき和流砲術は、時代の大きなうねりのなかで西
洋流砲術にとってかわられました。このような緊迫した時代のなかで、実戦で
役に立たなかった砲術は、まさに「太平の世の遺物」として時代に埋もれてい
き、人びとの記憶のなかからも消え去りました。津島キャンパスで出土した棒
火矢は、「太平の世の眠り」につき、土中に埋もれていた遺物だったのです。 
　1994年、津島キャンパスの附属図書館新館新営地の発掘調査において、近
世の耕作面に突き刺さった状態の木製品が出土しました。木製品の先端には金
属製の玉が取り付けられ、その取り付け部分はソケット状に加工されていました。
また、大きな特徴の一つに、本体の三方に木製の羽根が取り付けられていること
があげられます。さらに、木製品には焦げた部分もあり、木製品が突き刺さって
いた周囲の土にも煤がのこっていました。当初はこの木製品が何であるのかわか
りませんでしたが、このような特徴を調べていくうちに、この木製品が近世の和流
砲術で用いられた「棒火矢」であることがわかりました。 
　岡山藩では津島地区
周辺の「笹が瀬」、「土
生」に町打場を設けて
おり、そこから打ち出さ
れたものがのこされてい
たと思われます。 
　なお、この棒火矢に
ついては『岡山大学埋
蔵文化財調査研究セン
ター報30号』で詳しく
紹介しています。 
（写真） （実測図） 
4
第 十七師団の創設 
　駐屯地造成のための整地工事では、用地の周辺の山塊を
切り崩して土を運びました。そのため、跡形もなく切り崩された
山もありました。造成の盛土は耕作土上約１ｍもあることが発
掘調査でも確認されており、大量の土が運び込まれたことがわ
かります。また、このときに埋めたてられた耕作地の畝が整然と
並ぶ様子も発掘調査によって構内のほぼ全域で確認されてい
ます。土砂を運ぶためにつくられたトロッコ軌道の跡もみつかり
ました。そのままの状態で埋めたてられた畝やトロッコ軌道の跡
は、大規模な工事を急ピッチで実施したことをうかがわせます。 
　歩兵第十聯隊、工兵第十聯隊が満州事変や支那事変をき
っかけとして大陸に出征したことは将校集会所の庭園にたてら
れた記念碑や灯籠に碑文としてのこされています。 
　1904（明治37）年、日露戦争がぼっ発しました。乃木希典の旅順攻撃や東郷平八郎の日本海海戦などが代表的
な戦闘ですが、多くの犠牲も出しました。戦後、日本は新たな師団を創設し、軍備増強をはかります。1907（明治40）
年、岡山県御津郡伊島村（現岡山市）に陸軍第十七師団が創設されました。師団用地の整地工事は、同年８月
から着手し、翌1908（明治41）年には全部隊が収容されました。駐屯地には、第十七師団司令部、第三十三旅団
司令部、岡山聯隊区司令部、歩兵第五十四聯隊、騎兵第二十一聯隊、野砲兵第二十三聯隊、山砲兵第二大隊、
工兵第十七大隊、輜重兵第十七大隊、兵器部などが置かれました。 
　1914年にぼっ発した第一次世界大戦は1918年に終結し、アメリカを軸にした国際政治の舞台では、軍備縮小の
ための国際協定が相次いで締結されました。日本もこれをうけ、第十七師団を含む四個師団を廃止しました。廃止
後の岡山駐屯地は、第三十三旅団司令部、歩兵第十聯隊、工兵第十大隊（後に聯隊）、岡山聯隊区司令部と陸
軍兵器本廠岡山出張所が使用しました。その後、岡山に駐屯していた部隊は戦況に応じて大陸や南方に出征して
いきました。 
歩兵第十聯隊 
将校集会所 
庭園内の 
満州事変 
出征記念碑 
第十七師団 
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灯籠に刻まれた 
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「軍人勅諭」 
下賜記念の文字 
陸軍駐屯地造営のための土砂を運ぶためにつくられたトロッコ軌道の跡 
（津島岡大遺跡第12次調査；附属図書館） 
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中国軍管区歩兵第5補充隊【改称：1945】 
第10大隊 
【転営：福知山より】 
第10聯隊【昇格：1936】｠ 
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【転営：長野へ】｠ 
兵 器 部 
陸軍兵器本廠 
　岡山出張所【開設：1925】 
岡山兵器支廠【昇格：1928】 
岡山陸軍兵器補給廠 
　　　　　　　【改称：1939】 
 
 
広島陸軍兵器補給廠岡山支廠 
第17師団創設 
 
第17師団廃止 
 
 
支那事変 
第17師団再編 
太平洋戦争開戦 
 
終戦 
5
騎兵第二十一聯隊将校集会所 
もとは騎兵第二十一聯隊の将校集会所であった。現在は移築し、 
津島新野公会堂として、地域社会の中核施設として利用される。 
9 岡山偕行社 
将校などの会合に使用したほか、軍装用品の販売や将校団員への 
日用品配布などを事業とした施設。元の場所より西へうつされ、 
現在、岡山県総合グランド内で喫茶店などに使用されている。 
10
工兵第十大隊（聯隊）橋梁演習場 
レンガ造りの橋台、橋脚がのこされている。 
工兵の訓練の一端を垣間見ることができる。 
2
1 工兵第十聯隊将校集会所庭園の灯籠 
庭園には池や築山がつくられる。灯籠は築山上に置かれている。 
脚部には、「日支事変出征記念」の文字が刻まれる。 
 
（明治三十年測図　大正十四年第二回修正測図　昭和二十一年六月二十日印刷　同二十五日発行　内務省地理調査所）を一部改変 
1925年（大正14）年の駐屯地と錬兵場 
9
10
6
第十七師団司令部（一部移築・補修） 
第十七師団・第三十三旅団・岡山聯隊区司令部が置かれていた。 
6
衛兵所 
第十七師団司令部、第三十三旅団司令部の 
前面に置かれていた衛兵所。 
7
砲身型の軍人勅諭下賜 
五十周年記念碑 
最上部に砲身をかたどった石造物が 
のせられる。前面には軍人勅諭の 
精神を示す「忠節・禮儀・武勇・ 
信義・質素」の五ヶ条が刻まれる。 
 
8
レンガ造りの門柱を有する門 
現在、岡山大学構内で最も良好にのこっている門 
である。門柱の両脇の土塁は逆「ハ」字状に、 
内側にむかって狭まる構造となっている。 
防御のためであろうか。 
3
赤レンガ造りの建物 
現在、岡山大学構内の赤レンガ建物では最も良好 
にのこっている。平屋であることや、縦開きの窓の 
構造は明治時代の陸軍の建物の特徴をよくのこす。 
終戦頃には、手前の建物は炊事場、奥は衛兵所 
として使われていたようである。 
4
コンクリー ト塀 
津島北地区南東隅にあるコンクリー ト塀。 
法界院駅からの引込線によって運び込ま 
れた資材の荷解き場を隠すための「目隠 
し塀」であったとも伝えられている。 
5
兵舎 弾薬庫 
衛兵所 
兵舎 倉庫 
法界院駅 
引込線 
広島陸軍兵器補給廠 
岡山支廠南倉庫 
広島陸軍兵器補給廠 
岡山支廠北倉庫 （工兵第五十四聯隊） 
（騎兵第二十一聯隊） 
中国軍管区歩兵第五補充隊 
岡山聯隊区司令部 
500m0
建物の配置は1949（昭和24）年に 
岡山大学が引き継いだ際のもの 
駐屯地内の施設配置と各部隊の配置 
工兵隊浴場並食堂 
・破線は土塁を示す 
・赤塗りの建物は現存（改変あり） 
・部隊名・施設名は1945（昭和20）年のもの 
・括弧付きの部隊は1945年の終戦時には転営 
　もしくは廃止していた部隊 
凡例 
倉庫 
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　今回は戦いや戦争の特集ということで、岡山大学にのこる戦い
や戦争にかかわる資料を集めてみました。なお、陸軍の資料につ
いては、岡山大学事務局のご協力をいただきました。（野崎 貴博） 
　　　蔵文化財調査研究センターでは、大学教育や地域の
　　　教育支援の一環として、文学部の博物館実習の一部
や中学生職場体験を受け入れています。2005年度の博物館
実習は8月3日～9日、中学生職場体験は11月24、25日（岡山
市立高松中学校）、2006年1月31日～2月2日（岡山市立竜操
中学校）で実施しました。 
　博物館実習は、遺物の注記や接合作業などの通常の業務
を体験するほか、学芸員資格取得を目指す大学生が専攻する
講義でもあるため、実習生みずからが観察して記録に残すと
いう、実践的な木器の記録作業などを加えて実施しました（写
真上）。 
　中学生職場体験では、通常業務に加え、考古資料展示室
やセンター 展示室の掃除のほか、遺物の注記や接合作業、木
器のサンプル採取作業（写真下）など、実際の資料を手にと
ったり、観察したり、身をもって体験できる作業を実施しました。 
　2005年度は大量の杭や木製品が出土した文化科学系総合
研究棟地点（津島岡大遺跡第23次調査）の整理作業を実施
しており、木製品にかかわる作業が多くなりました。保存処理
前の木製品は水漬けの状態で保管しているため、水がかかっ
たり、冷たい水に凍えたりして悪戦苦闘しながらも、真剣に作
業にあたってくれました。センター では今後も各種教育支援な
どの活動を行っていく予定です。　 
博物館実習のようす 
保存処理前の木製品の特徴をスケッチして記録しているところ 
中学生職場体験のようす 
木製品のサンプルを採取する作業（高松中学校） 
日時　2006年11月15日�～19日� 
　　　午前10時～午後4時30分 
場所　岡山大学旧事務局棟 
　　　（岡山大学津島地区） 
※期間中は土・日も開催します。 
※津島地区構内の陸軍関連施設見学会を実施します。 
　「岡山大学津島地区構内にのこる戦跡を歩く」 
　2006年11月18・19日　午後1時30分～、2時間程度 
　参加希望の方は11月1日～15日の間に下記までお申 
　し込み下さい。 
あかし 
第10回　岡山大学キャンパス発掘成果展 　2006年７月10日か
ら、岡山大学鹿田地
区において鹿田遺跡
第17次調査を開始し
ました。中世の集落
や古墳時代のくらし
のあとがみつかると
予想されます。10月
末まで見学できます。 
　お立ち寄り下さい。 
記念 
会館 
大学病院前 
鹿田地区 
調査地点 
外来診療棟 
病　棟 
 医学部 
附属病院 
基
礎
医
学
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